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報 文

臺灣溝産植物種子油の研究(第 七報)

虎爪豆及び しんらん(苦楝)實 油の成分

(昭和八年一月廿五 擬受領 昭和八年三月廿五日 印刷)

加福 均 三 畑 忠 太

虎 爪 豆

虎 爪豆 は學 名Mucuna capitata, Wight et Arn,富 貴 豆,て ん じ く豆 と も云 ひ荳 科 に屬 し甘蔗綠 肥

用として高 雄 州 下殊 に恒 春 地 方 の蕃 地 に 廣 く栽培 せ らる.莢 の 大 き さは7～8cm,巾2cm,中 に3

～4粒 の豆 を藏 し豆 の大 き さは 長徑1.7cm ,短徑1.3cm,厚 さ0.8cm前 後 の〓 白色 楕 圓形 に して

張靱 なる皮 膜 を有 し彈 力 あり.蒸 煮 す る も軟 くな らず,油 分425%,水 分16.17%,〓 分6.28%,粗

蛋白17.62%に して この 油 に關 して はDriessen Mareeuw1)が その 性状 よ りパ ル ミチ ン,ス テ ア リン

及オ レイ ンの 存 在 す る こ と を推 定 しあ る他 何 等 の報 告 を見 ず.

油 の 一 般 性状

外貌:抽 出 油 は 赤 褐色 を帯 び た る濃 稠 の 液 状 に して特 殊 の 臭氣 あ り.

特数:

比 重:(d4 22) 0.9261 屈折率(nD 22) 1.4711酸價10.79

〓化價191.80沃 素價101.90不〓 化物7.09

混 合 脂 肪 酸 の性 質

不〓 化 物 を分 離 した る混 合 脂 肪 酸 は殆 ど無 色 の25%に て 固體 に して

融鮎32～33°,中和價207.36,〓化價199.60,沃 素價106.72

〓ち これ ら よ りみ る時 は本 油 は半 乾 性 油 に屬 す べ き も元 來 そ の子 實 中 に は特 殊 の遊 離 酸 及 ザ ポ ニ

ンを含 有 し全 く食 用 に供 せ られ ず と云 は る.

成 分 の檢 索

不〓 化 物

油 よ り分離 した る不〓 化 物 は美 麗 な る黄 色 の25° にて 多量 の針状 結 晶 を以 て滿 され た る固體 に し

てメチー ル ァ ル コー ル を加 ヘ加温 す る に殆 ど溶 解 し この 溶 液 よ りヒ トス テ ロ ール を得.m.p.127～

129° に して更 に再 結晶 してm.p.131～132° に至 る.メ チ ール ア ルコー ル不 溶 分 は微 量 に して す こ

ぶ る濃稠 な る も檢 索 し得 ず.

脂 肪酸

混合 飴 脂 肪 酸8gを鉛〓 ア ルコー ル法に て分 離 して飽和酸2.3gを 得.依 て兩 酸 の 割 合 は飽 和 酸

28.75%,不 飽和 酸71.25%な り.

1) Driessen Mareeuw: Pharm. Weekbl., 43 (1906), 202; 46 (1909), 881.
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飽和脂肪 酸 飽和脂肪 酸 はm.p.57～59°,中 和價207.48.試料 少 な けれ ば この まゝ各 濃 度 の アル

コー ル に よ り分 別結 晶 を繰 り返 し歛 索 を試 みた り.

m

.p. 收量 中 和價 m.p. 收 量中 和價 m.p. 收 量 中和價

(1) 59•`60•‹ 1.5g 205.58

64•`65•‹ 0.8 203.85-68•`69•‹ 0.6 198.26 a

56•`57•‹ 0.7 213.56

61•`62•‹ 0.3 217.23 b

57•`58•‹ 0.55 215.20 c

(2) 55•`56•‹ 0.8g 218.95

54•`55•‹ 0.4 229.73

54•`55•‹ 0.3 222.32

54•`55•‹ 0.3 238.87 d

54•`55•‹ 0.2 220.06 e

〓ち この 結 果 に より てaは ス テ ア リン酸,bは パ ル ミチ ン酸 に疑 ひ な く,何 れ も純 ス テア リン酸

パ ル ミチ ン酸 と混 融 して融點 の降 下 を み ず. cは 混 合 物, dは お そ ら くミ リス チ ン酸 な るべ しとの

見 解 の下 に更 に再 結 晶 して途 にm.p.54～54.5°,中 和價242.67の もの をつ か み 得 た り.こゝ に於 て

本 油 の 飽 和 脂肪 酸 は ス テア リン,パ ル ミチ ン,ミ リスチ ンの 各 酸 に して そ の割 合 は4, 4, 2と み るべ

く他 酸 はお そ ら く存在 せ ざ るべ し.

不 飽 和 脂 肪 酸　中 和價207.20,沃 素價133.87,〓 化價199.28.,

1.臭 化物 試 験3gを 常 法 に よ り臭 素 添加 して 次 の結 果 を得 た り.〓 ち エ ー テ ル不 溶 性 臭 化 物 と

して收 量0.13g,m.p.182～183°,ア ル コ ール よ り再 結晶 してm.p. 186～187°.〓 知 の純 六臭 化 ステ

ア リン酸 と混 融 して降 下 せ ず.エ ーテル可 溶 石 油エ ー テ ル 不溶 臭 化 物 は收 量1.77g. m.p. 110～111°

に して 四〓 化 炭素 よ り再 結 晶 してm.p. 113～113.5° これ 亦 四臭 化 ステ ア リン酸 な る こ と を確 認 した

り.

2. Hazura酸 化試 験3.2gに つ きHazura法 酸 化 を行 ひ し結 果 は水 に不溶 性 結晶 生成體 と して

1.4gを 得m.p. 158～159°,石 油エー テル にて洗 ひ て不變 化酸 を除 去 しm.p.160～162°.次 に これ

を多量 の エ ー テル にて温 抽 出 して エ ーテ ル可 溶 性 結 晶0.1gを 得.m.p.125～126°,ア ル コー ル よ り

再結晶 してm.p. 132～133°,中 和價175.3.實驗 室製 純2-水 酸 化 ステ ア リン酸 と混 融 して降 下 せ ず,

次 に エ ーテル 難溶 性 分 はm.p 163～164° に して尚 これ に は若 干 の2-水 酸 化 ス テ ア リン酸 を含む べ

けれ ば煮 沸 水 と處 理 し更 に アル コー ル よ り再 結 晶 してm.p. 175～176°,中 和價163.5の もの を得 こ

れ サ チ ビ ン酸 な り,こ れ らを濾 別 した る水溶 性 部 は ア ル カ リにて 中和 し30ccに 濃 縮 して 濾過 し酸

性 に して得 し結 晶 を アル コー ルしにて洗 ひ 乾燥 して0.06gを 得 た り.m.p 204～205°.こ れ リヌ シ ン

酸 な り.こ れ らの結 果 に よ りて 明 か な る如 く本 不 飽和 脂 肪 酸 は リ ノー ル 酸 を主體 と して他 に オ レイ

ン酸 及 び 少量 の リノ レニ ン酸 を も含 む もの と す.

總括

1.虎 爪豆 は4.25%の 油 脂 を含 み これ を構成 す る脂 肪 酸 は飽 和 酸28 .75%,不 飽和 酸71.25%に し

て前 者 は ス テ ア リン,パ ル ミチ ン及 び少 量,ミ リス チ ン各酸 よ りな 珍後 者 は リノ ー ル酸 を主成 分 と

して他 にオ レイ ン酸 及 少量 の リノ レニ ン酸 よ りな る.

2.不〓 化 物 は ヒ トス テ ロー ル を主 成 分 とす.

し ん ら ん(苦楝)

しん らん(Melia azedarach.,Linn)土 名苦楝,俗 にせ ん だ ん と して知 られ た り.本 種 子 油 及 び 核 果
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油につきてその一般性状は〓 に報告1)したる所な り.臺灣 に於ける本 樹は山野隨所に原生林區域の

現状を呈し從て離落にまかせある子 實に至 りては實 に夥しき量 と云ふべくこれが利用途の考究亦緊

要なるものとす.離 落 したる子實を水洗 し外皮を除 去 したる所謂核果を粉碎抽出して得 らるる油は

殆ど無色にして透明微に快香 を有 し乾燥膜の透 明なる點その他 よゆして特殊乾性油としての利用價

値大なるものあらんと考ふるに未だこの油につき精査研 究 したる文〓を見ざるは遺憾とする所な り.

而もこれと同種なる印度せんだん(Melia azadirachta, L.)2).に就てはかな り研究され就中Chatterji3)

はこの油よりC22H40O2な る リノール酸列一新酸の主成分 をなせることを提唱 してこれにマル ゴシン

酸なる命名をあたへ更 に臨床醫學的實驗に基 きその〓類が皮膚病黴 毒,癩病の治 療に特効あること

を報告 し居れるも其の後P. R. Ayyar4)は その混合脂肪酸 メチールエステルの分溜分を精査 してパル

ミチン酸,ス テア リン酸 オレイン酸 を檢 出 したのみにてマルゴシン酸につきては言及せず.斯 か

る事實よりしても本島の苦楝〓 ち臺灣せんだん油の檢索は甚だ興 味あるものと信ずるな り.尚 本研

究に使用した る油は核果油(果 實の外皮のみを洗ひ去 りし核果を粉碎油出して得 し油)に して第一報

試験後更に採果 し油をとりしものな り.

不〓 化 物 の檢 索

Spitz及H_??_nigの 方 法 に より 分 離 した る不〓 化物 は溶劑 若 干 を殘 せ る もの は淡 黄 褐 色 に して室 温

(20°)に て器 底 に ヒ トス テ ロ ール の長 針状 結 晶 を析 出せ る も更 に眞空 に て溶劑 の全 部 を追 ひ出 す時

はすこぶ る粘 稠 とな りて冷 却 す る も もはや結 晶 の 析 出 を見 ず.收 量 は油100gよ り1.2gに して屈

折率(D37)1.5024,こ れ に無 水醋 酸 を加 へ て観 察 す る に次 の如 し.,

1.冷 時 にて は殆 ど溶 解 せ ず.

2.湘 熱 す る こ と に よ り一 部 分溶 解 す る も溶 液層 透 明 な らず .

a放 冷すれぱ上暦の油 歌 物は透 明 とな りすこぶる濃稠となるも結晶化するに至 らず下層の溶液

層よりは針厭結晶析出す.

こ蕊に於て全液 を更に加熱 し分液漏斗に移 し加温 しつ ム爾層液を分別す.

ヒ トス テ ・一 ルの 存 在 上 蓮 無水 酷 酸 に熱 時 溶 解 した る下 層 液 は 冷 却 す るこ と に よ り針 状 結 晶 を

析 出す,m.P.127～127.5。 に して ヒ トス テ リール ア セ テ ー トと混 融 して降 下 せ ず.巳Pち 本 不 鹸 化 物

にヒ トステ ロ ール の 存 在 す る こ と明 か な り

炭化水素その他 上層濃稠油状液は更に熱無水醋酸にて洗ひ分別 し冷 却するも結晶化せず.こ の

ものはメチルアルコールに難溶,酒 精には熱時溶解するも放 冷すれば白濁を生ず.量 少くしてその

何 ものなるかを確認 し難 きも當 初 よりの香その他にてテルペン系炭化水素を含むことは明かにして

これ核の水質部 より來たるものなるべ し.

脂 肪 酸 成 分 の檢 索

不〓化物を分離 したる混合脂肪酸は淡黄色27° にて液状 にしてその性質次の如 し.

比 重(d4 27) 0.8940,屈 折 率(nD 27) 1.4631,中 和價196.32,沃 素價142.63.

尚この もの を鉛〓 アル コ ール 法 に よ り飽 和 不飽 和兩 酸 を分離 した る割 合 は前 者11.4%,後 者88.6%

に して その 性 状 次 の 如 し.

1)本 誌,53 (1932), 293. 2)苦楝 と大 差 な き も葉巨 大 に して仁 核小 な りと云 ふ. 3) K.K.Chatterji:

Indian J. Medical Research, 8 (1920), 356; Indian Medical Gaz., 55 (1919), 171. 4) P. R. Ayyar: Chem. 
Abst., 18 (1924), 1398.
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飽和脂肪 酸m.p.54～55°,中和價204.55.〓 化價205.35.

不 飽 和 脂肪 酸d4 27 0.8995, nD 27 1.4636,中 和價194.54,沃 素價155.30.

混合脂肪酸 メチールエ ステルの分溜

混合脂肪酸80gを 常法によりメチルエステルとな し分溜 したる結果次の如 し.

即ちこの 結果 に よ りその 性 質 よ り檢索 上 の煩 雑 を防 ぐた め 溜 分1 , 2をA. 3をB. 4, 5, 6をC

と した り.

各溜分の檢索

溜 分A.飽 和酸 はm.p. 59～6°,中和價215.56,〓化價212.24に し て85%アル コ ール より分 別

再 結 晶 してm.p.59～60°,中和價215.86,1.2g,m.p.57～58°,中 和價215 .55,0.4gを 得.即ち本 溜

分 は パ ル ミ チ ン酸 を 主 成 分 と して 極 少 量 の ス テ ア リ ン 酸 を 共 存 す べ く ミ リ ス チ ン酸 は 存 在 せ ざ る べ

し.不 飽 和 酸 はd4 26 0.89701 nd 26 1.4642,中和價198 .02.沃 素價149.35と して 臭 素 添 加 の 結 果 試 料3g

に對 し結 晶 臭 化 物 と し て2.3gの エ ー テ ル 可 溶 四 臭 化 物 を得m .p.114～114.5° に し て〓 知 の 四 臭 化

ス テ ア リン酸 と混 融 して降 下 せ ず .即ち 本 溜 分 には リ ノール酸 存 在 し リノ レ ニ ン酸 の存 在 せ ざ るこ

とを知 る.

溜分B. 飽 和酸 はm.p. 54～55°,中 和價213.05,〓 化價203.64,85%ア ルコー ル よ り分 別結晶 し

てm.p. 56～57°,中 和價216.9, 0.5g, m .p. 59～60°,中 和價218.49,0 .17g及0.05gのm.p. 55～

56° の もの を得.即ちこれより本 溜 分 亦パル ミ チン酸な るこ と を 知 る
.不飽和 酸 はd4 26 0.897,nD 26

 1. 4645,中 和價196.94沃 素價154.65に し て2gに つき臭 素 添 加 の 結 果 は1
.7gのm.p.114° の 四 臭

化 物 を 得.

溜 分C.飽和酸 はm.p.60～61°,中和價198.20,〓化價200 .85, 90%ア ル コ ー ル よ り分 別 結 晶 し

てm.p. 67～68°,中和價199.87, 1g, m.p. 64～65°,中和價203.04
, 0.6g及m.p. 56～57°,中和價

200.31,0.14gの 三 部 に 分 ち ス テ ア リ ン酸に極少量 の パル チ ン酸を混 在 す る こ と を 知 る
.不飽 和酸

はd4 26 0.9049, nD 26 1.4653,中和價194.52,沃素價153.58に し て10gの 試 料 より四 臭 化 物8
.3gを 得.

即ち 以 上 の結果 よ り して 飽和酸 は ス テ アリ ン,パルミ チン の兩 よ りな り不飽和酸中結晶 臭 化 物

を 與 へ る も の は リ ノ ー ル 酸 以 外 に 存 在 せ ざ る べ き を知 る .

不飽和酸の總括的検索

1.)結 晶臭化物を與へざる不飽和酸の檢索

上記A, B, C各 溜分の臭素添加に より得たる結晶臭化物を與へざる液状物 を合 し脱臭素 して得た

る囘牧酸は淡黄色液状 にしてd4 29 0.9071, nD 29 1.4636,中和價193.17,沃 素價127.49.即ちこ れよ り見
るに本酸 はオレイン酸の大部分に尚若干 のより不飽和度 の大なる酸を含 有すべくこの ものがはたし
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てK.K.Chatterjiの マ ル ゴシ ン酸(C22H40O2)な るか 或 は結 晶 臭 化 物 よ り逃 れ た る リノ ール酸 な る

か檢 索せ ん とす.

Hazura酸 化回 收 酸3.7gをとり 酸 化 して 水 に不 溶 性 結 晶 生 成體3.1gを 得 .こ れ を エ ー テル 及

煮沸 水 にて處 理 してa.エ ー テル 可溶 物1.35g, m.p. 130～130.5°,中 和價176.8. b.エ ーテ ル難 溶

煮沸 水難 溶0.5g, m.p. 151～152°,中 和價164.8. c.エ ー テル難溶 煮沸 水 可 溶0.72g, m.p. 171～172°,

中和價160.0. 〓 ち こ こ に於 てaは 明 か に2-ヒ ドロ キ シ ステ ア リン酸 に してcは サ チ ビ ン酸bは

その混 合物 な り.次 に これ ら結 晶 物 を 濾 別 した る初 めの 水溶 性 酸 化 物は これ を中和 濃 縮 して〓 酸 に

て處理 す るに僅 か に白 濁 を生 ず る程 度 に して 一夜 放 冷 す る も結 晶 を見 ず.エ ーテ ル に て抽 出す る と白

濁 は全 く溶 解 しエ ー テ ル溶 液 より 微 量 のm.p. 101～102° の アゼ ラィ ン酸 相 當 物 を得 た るの み に し

て他 は何 等 得 る所 な し.

銀〓の分析 囘收酸をアルコールに溶解 して中和 しこれに10%の 硝酸銀溶液を加へて銀〓 を作

り分析 したる結果は次の如 し.

試 料 0.1127ｇ Ag 0.0313ｇ Ag=27.77%

0.1800g Ag 0.0499ｇ Ag=27.72%

理 論 数O18H33O2Agと し て27.7%

C18H31O2Aｇ 〃 27.8%

O22H39O2Ag'〃 24.2%

〓ち これ らの結 果 よ り して 囘 收酸 は オ レイ ン酸 の 大部 分 と結 晶臭 化物 よ り逃 れ た る リ ノール酸を含

有 しマ ル ゴシ ン酸 の 存 在 にみ とめ得 ず.

2.) リ ノ ー ル 酸 の 確 認

結 晶臭 化物 はm.p. 113～114° に して 四〓 化 炭素 よ り再 結 晶 して美 麗 な る光 澤 あ る針状 結 晶 と し

てm.p. 114.5～115°,中 和價93.97, Br 53.1%.尚 この もの を常 法 に よ り脱 臭 素 して得 た る酸 は

d4 30 0.9017, nD 30 1.4680,中和價198.07,銀〓分 析 の結果 はAg 27.7%に して本 酸 のリノー ル酸 な る こ

と疑 ひ を入れ ず.

總 括

1.本 油は乾性油に屬 し核 より來 るテルペン系炭化承素の微量を含有するため特 殊の快 香あり乾

燥膜は無色透明な り.

2.構 成する脂肪酸成分は飽和酸11.4%,不 飽和酸88.6%に して前者はパルミチン酸54%,ス テ

ア リン酸46%,後 者は リノール酸53%.オ レイン酸46%前 後の割合なるべ し.而 してその中和價

の梢々低き點 より推定 して印度せんだん中に見出された るマルゴシン酸 或はこれに類似の不飽和酸

の存在を思はせる點なきにあらざるも陰性に して檢知 し得ず.

3.不〓 化 物 は1.2%内 外 に して ヒ トステ ロ ール を含 有 し他 に芳 香 屬 炭化 水素 を も含 む.

(臺灣總督府 中央研究所工業部)


